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when I first  came. As I had no time to take 
intensive language course when I first arrived, I 
took Japanese classes twice a week and tried to 
learn Japanese by myself when time allowed 
me to do so. My friends in the lab also 
encouraged me to talk to them in Japanese so 
my language skill has slowly been improved. 
Now, I am glad that I can understand Japanese 
better (although not completely yet). Through 
the Japanese language classes that I took, I also 
enjoyed learning and experiencing different 
aspects of the Japanese culture such as tea 
ceremony, cooking party or Japanese theater 
performances and so on. All of these activities 
have given me a long-lasting impression. I had 
difficulty in eating Japanese foods in my  early 
days, but  I slowly realized how tasty Japanese 
foods are, especially  the raw ones, which were 
impossible for me to eat before. When I leave 
the country, I am sure I will miss all of these, 

but I will definitely take with me a lot of good 
memories about Japan. I think being in a 
foreign land not only  allows us to learn and 
understand the country itself but also enables us 
to see our own home country  with a clearer 
view.

 It was my first time to join the SGMJ 
annual meeting this year and I introduced my 
work there. I think the meeting was highly 
informative and broadened my knowledge on a 
wide-range of research and advanced 
techniques in microbial genetics. I thoroughly 
enjoyed the meeting.

In future when I return to Thailand, I hope I 
shall be able to conduct collaboration with 
Japanese researchers to share ideas, knowledge, 
and technology in the field of microbial 
genetics, among other things.  

新しい“性”を人為的に創れるか?
清家 泰介

(大阪市立大学・大学院理学研究科生物地球
系専攻・博士後期課程2年)

今年3月に立教大学で開催された第6回日本ゲノム
微生物学会年会では、年会に参加するのは初めて
で、しかも研究室から参加したのは私一人だったの
で少し緊張していました。ショートトークとポス
ター発表をさせていただきましたが、連日の会場を
埋め尽くす人の数と活発な討論が印象的でした。卒
論生として研究室に入った時からの目標である「酵
母の新しい性を創る」という目標も、早4年を経ま
したが、ようやくゴールに近づいているような気が
します。

ヒトと同じように分裂酵母 (Schizosaccharomyces 

pombe) にも2つの性（交配型）が存在します。それ
らはプラス型とマイナス型と呼ばれ、異なる交配型
の細胞間で融合して遺伝子を混合します。交配型の
特異性は接合フェロモン（ペプチド）とその受容体
の分子認識によって決まります。そこでこれらの遺
伝子に突然変異を導入して、フェロモンと受容体を
人為的に変えてやると、偶然に変異型細胞間でのみ
接合できる酵母が見つかるのではないかと考えまし
た。このアイデアは正しいはずだ、だから絶対創っ

新しい接合型を持つ酵母を求める日々
奇跡的な出会いを果たした変異型同士のカップル
を探すのは大変です。
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てやろうという気持ちで研究を始めました。まず第
１段階では、マイナス型のフェロモンが9アミノ酸
からなるごく短い脂質ペプチドであることに注目
し、アミノ酸残基を一つずつ19種類の異なるアミノ
酸に置換するというほとんど前例のない網羅的なミ
スセンス変異の導入を行いました。１年がかりで
152種類のアミノ酸置換体をすべて作り、その内35
種類の変異型フェロモンが機能を失っていることが
分かりました（Seike et al., Genetics, in press）。
そこで第2段階に進み、今度はこれらの変異型フェ
ロモンを偶然に認識できるように変異した受容体の
探索を行いました。受容体は365アミノ酸からなる
Gタンパク質共役型受容体（GPCR）でフェロモン
結合部位などの情報はほとんど得られていませんの
で、私たちは受容体タンパク質のコード領域全長に
わたってランダムに突然変異を導入することにしま

した。数十万コロニーが対象という膨大なスクリー
ニングを済ませ、現在まで9個の求める突然変異受
容体が得られています。これらの接合可能な変異型
フェロモンと変異型受容体の組み合わせをもって、
人為的な新規接合型の酵母ができたと考え、今回発
表させていただきました。

今後の研究の方向ですが、創出した新たな交配型
を持つ人為的生殖群が野生型生殖群から生殖隔離さ
れていることを遺伝学的な手法で証明することが一
つです。また、S. pombeの近縁種のゲノム情報を解
析して、自然界での種分化の過程において、今回人
為的に起こしたような変異が生じた痕跡を見つけた
いと考えています。さらに野生型・変異型の両生殖
群を同じフラスコ内で混合して長期培養し、これら
のゲノム進化の様子をこの眼で見たいという夢を抱
いています。

　 ショートトークでは緊張もあって、時
間を目一杯使うことなく終わってしまい
ましたが、その直後に行われたポスター
発表では、開始前からすでに3人の方が
私のポスターの前に待っておられ、すぐ
さま討論することができました。ありが
たいことにとても盛況で、発表の間、人
が絶えることがありませんでした。発表
を聞いて下さった多くの方々からお褒め
をいただき、自分の研究が学問的に意味
深いことを再確認できて、とても嬉しく
思っています。特に数人の方とは濃密な
討論ができ、これからなすべき課題も多
いということを痛感しました。研究は上
手くいかないことが多い、でも目標があ
るのなら、自分を信じて努力すべきだと
思います。私はまだまだ未熟ですが、誰
よりも一歩先のことを考えて努力し、将
来は立派な研究者になりたいと思いま
す。

　次回の長浜バイオ大学で開催される第
7回日本ゲノム微生物学会年会にもぜひ
参加したいと考えています。今回色々な
方から頂いた意見を参考に、さらに面白
い結果を報告できるよう頑張ります。

新規接合型ペアを創出するための戦略図:
第1段階では、M型細胞から分泌されるフェロモンに網羅的に突
然変異を導入し、野生型の受容体が認識しない変異型フェロモ
ンを取得します。次の第2段階では、受容体にランダムに突然変
異を導入し、第１段階で取得した変異型フェロモンを認識でき
るものを探索します。この変異型受容体が野生型フェロモンを
認識しなければ、互いに変異型同士でのみ認識できる新規接合
型のペアの誕生となる訳です。


